

















An Analysis of Domain-Specific Introductory Terms in Logical Structure of 
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このように「A とはB」のA に当たる用語は分野基礎性が高いと考えられる。上記の 6 つの観点



































   表 1：講義資料と教科書の上位頻度語       表２：経年推移度 
講義資料の用語 教科書の用語  用語 頻度 年数 
形態素解析 意味ネットワーク  コーパス 477 14 
構文解析 格フレーム  機械翻訳 197 14 
格文法 形態素解析  形態素解析 188 14 
文脈自由文法 シソーラス  類似度 149 14 
機械翻訳 格文法  文字列 129 14 
LFG 形態素  構文解析 126 14 
GPSG 深層格  情報抽出 118 14 
HPSG 表層格  翻訳システム 108 14 
機械翻訳システム 接辞  情報検索 108 14 




























表 3 分野基礎用語をベースとした複合語の例 
用語 生成頻度 例 
コーパス 32 均衡コーパス，話し言葉コーパス 
意味論 25 語彙意味論，フレーム意味論 
機械翻訳 12 機械翻訳システム，統計的機械翻訳 
アルゴリズム 12 EM アルゴリズム，ブースティングアルゴリズム 
n グラム 9 n グラムモデル，単語n グラムモデル 
句構造 9 句構造文法，主辞駆動句構造文法 
言語学 9 メタ言語学，計算言語学 
主要部 9 右側主要部規則，主要部先行型 


























(1) 教科書：「自然言語処理」分野の日本語の教科書 39 冊の目次に出現する用語（異なり語
数 694 語） 
(2) 事典：「言語処理学事典」の目次に出現する用語（異なり語数 463 語） 
(3) 論文：情報処理学会自然言語処理研究会で発表された論文のタイトル、抄録、キーワー
ドに含まれる用語（異なり語数 13493 語） 
 教科書と事典の目次に出現する用語に着目した理由として、目次は初心者にもわかりやすい表
題および学んでほしい用語を必ず著者が選定する、つまり著者が考える分野基礎用語は目次に含
まれると考えたためである。この 3 種類のリソースに共通して出現する用語は 90 語であり、こ































表 5 論文の論理構造における分野基礎用語の出現頻度 
  抄録 はじめに 実験 関連研究 おわりに その他 合計 
意味 54 231 360 93 49 561 1348
コーパス 64 160 448 79 59 330 810
品詞 33 116 339 28 34 361 550
辞書 30 103 310 43 36 239 522
日本語 40 136 182 45 38 225 441
生成 19 80 186 46 36 324 367
未知語 15 50 167 22 20 160 274
知識 28 101 88 16 37 105 270
言い換え 17 93 99 25 29 185 263
形態素解析 25 60 131 14 20 122 250
文字 7 26 89 24 9 65 220
シソーラス 9 39 89 34 16 39 187
アルゴリズム 16 43 73 14 17 252 163
照応 7 36 65 40 6 68 154
固有表現 5 14 108 4 7 91 138
形態素 6 27 87 2 10 124 132
文字列 8 22 82 13 4 186 129
クラスタリング 7 30 66 14 7 23 124
語義 7 35 57 7 16 45 122
機械学習 16 43 25 15 13 34 112
構文解析 7 45 35 13 9 46 109
機械翻訳 14 51 22 13 8 27 108
言語処理 16 59 9 12 10 31 106
決定木 11 34 40 11 9 74 105
























表 6 論文の論理構造における分野基礎性用語を含む文の割合 
  文数 分野基礎性用語を含む文数 割合 
抄録 656 362 0.552 
はじめに 2448 1284 0.525 
実験 8931 2701 0.302 
関連研究 1222 542 0.444 
おわりに 805 394 0.489 
その他 11965 3439 0.287 
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